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野草園のホームページ
https://www.yasouen.jp/

［ 開園時間等 ］
・ 開園時間／９：００～1６：３０
・ 休園日／毎週月曜日 〈ただし、月曜日が祝日・休日の場合はその翌平日〉
　　　　　（４月第３月曜日から６月第２月曜日まで無休）
・ 冬期休園／12月～３月
・ 入園料／大人 ： 300円　 高校生以下 ： 無料
　○団体割引（20人以上の場合）／大人 ： 240円

［ 交通案内 ］
・ ＪＲ山形駅より山交バス路線バス西蔵王・野草園行き（約30分）終点下車すぐ
・ 山形自動車道蔵王I.Cより西蔵王高原ラインを蔵王温泉方面へ（約15分）
・ 国道13号より、県道53号経由または市道三本木線経由（約10分）
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原画　阿部功雲氏

野草園写真展（紅の蔵） 4月頃

第27回 野草園の魅力を探る写真コンテスト入賞作品展 5月～6月頃

絶滅危惧植物パネル展 8月頃
東北南３県ボタニカルアート作品展 9月頃
第28回 野草園の魅力を探る写真コンテスト入賞作品展 10月～11月頃

野草園写真展（山形市役所） 令和3年3月中旬

サクラ祭り ゴールデンウィーク中

お山マルシェ 7月頃

お山フェス 9月頃

アサギマダラ祭り 9月頃

キッズスノーパーク 令和4年2月頃

冬のお山の雪遊び 令和4年2月頃

博物館実習 募集期間：4月～6月頃
実施期間：8月頃（6日間）

カブトムシの育て方教室 4月頃

山野草の育て方教室 6月頃、10月頃

中級者写真撮影教室 7月頃

薬草講座 7月頃

木工工作教室 7月頃、8月頃

庭木の剪定教室 7月頃、10月頃

昆虫標本教室 7月頃

虫博士と遊ぼう 7月頃

テラリウム教室 8月頃

樹皮編み教室 9月頃

ボタニカルアート体験講座 9月頃

ギャザリング教室 10月頃

ガーデニング教室 11月頃

ガイドウォーキング ①開園期間（4月～11月）の日曜日と祝日
②無休期間（4月第3月曜日～6月第2
　月曜日）の土曜日、9月の土曜日

バードウォッチング 4月頃、11月頃 
四季観察会 5月頃、7月頃、10月頃、

令和4年2月頃、令和4年3月頃
ホタル観察会 6月下旬～7月中旬の金･土･日曜日

（6日間）

アサギマダラ観察会 9月頃

展 示

体験教室

イベント

開園記念 花苗プレゼント 4月1日（開園日）

工作コーナー 実施期間：7月～8月頃

山の日記念 花苗プレゼント 8月8日（山の日）

家屋新築記念樹交付（市事業） 5月頃、10月頃

団体の案内・受入れ 適時

その他

観察会

博物館実習

第28回 野草園の魅力を探る写真コンテスト 募集期間：9月頃

コンテスト

共催事業

※都合により日程や内容の一部が変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、やむを得ず中止にする場合もございます。詳しくはホームページにてご確認ください。

野草園プレオープン

開　園　日

令和 3年度
令和3年 3月27日（土）・28日（日）

令和3年 4月1日（木）

スノーハイク体験ツアー 令和4年2月中旬

ノルディック ウォーキング 10月頃

５月～植物検索システム公開予定
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　「野草園の魅力を探る」をテーマにした今年の写真コンテストは応募者数、作品数とも昨年を大きく上まわり、70人
の方より224点の素晴らしい作品が寄せられました。心から感謝を申し上げます。ありがとうございました。
　応募作品のモチーフの傾向は花や昆虫等が多いのは例年通りですが、スナップ写真が極端に少ないと感じました。折
からのコロナ禍のために家族そろっての外出などを自粛せざるを得なかったことの影響があったのかもしれません。
　さて、最優秀となりました近野範夫さんの「みなみの空へ」は、この夏蔵王で成虫になったアサギマダラが野草園の「七
草の庭」のフジバカマからたっぷり吸蜜して2,000キロにもおよぶ旅に出発する希望とエネルギーにあふれた雄姿を爽
やかに表現した作品です。蝶の飛型、フジバカマ、そしてこれから向かっていく大空を完璧な構図とシャッターチャン
スで捉えきりました。今回はアサギマダラの応募作品が90点を超え、その多さに驚きましたが、撮影意図をしっかり持っ
て選んだ場所で費やした時間と熱意が、他の誰よりも勝っていたのではないでしょうか。
　優秀賞の齋藤俊幸さんの「水芭蕉群生」は、野草園の代表的な早春の風景です。今までに咲きそろったミズバショウ
の旬な作品が少ないことを不思議に思っていましたが、撮影時間帯の制約や天候などから周到な撮影計画が必要なモ
チーフなのかもしれません。爽やかな春の息吹を熟練の撮影技術でものにしました。
　優秀賞の大道寺市三郎さんの「優美」は、クジャクチョウがキバナコスモスに止まっている様子を美しく捉えた作品
です。デジタルカメラの精細な描写は驚くばかりですが、蝶のピントの位置や脇役の花とグリーンの背景の処理の仕方
は心憎いほど巧みです。
　優秀賞の沼沢麗子さんの「晩秋の実り」は、秋が深い中で各々その役割を終えようとしているクサギ、オオウバユリ、
クサボタンを静かに捉えた組写真です。四季を通して野草園の草花を見守ってきた愛情が感じられる物語性のある作品
になりました。
　入選作品はもちろんですが、惜しくも選外にせざるを得なかった作品にも良い作品が揃っていました。カメラの驚異
的な進化が私達の撮影経験を追い越し、ベテランと初心者の技術の差はすぐ埋められる時代になりました。コンテスト
入賞のコツは、応募作品のセレクトがカギです。技術的に優れていても同じモチーフや類型的な表現では競争率は高く
なります。
　例を挙げれば、花のアップは多く、群生している花々の作品は少ないです。昆虫や小動物の作品は稀ですが、蝶は圧
倒的に多いです。また、撮影スタイルはアップ（気味）に偏っています。この広々とした野草園をもっと大きな視点で
捉えた作品創りもされたらいかがでしょうか。
　今後とも四季の野草園での人々と自然のふれあいを皆さんの感性で捉えた楽しい作品をたくさん寄せていただきます
ようご期待申し上げます。

山形市野草園　第27回写真コンテストの審査を終えて

『みなみの空へ』 近野範夫さん
最優秀

『水芭蕉群生』 齋藤俊幸さん優 秀 『優美』 大道寺市三郎さん優 秀

『晩秋の実り』 沼沢麗子さん優 秀

野草園の魅力を探る 写真コンテスト入賞作品
第27回写真コンテストにご応募いただき、ありがとうございました。

第28回作品は９月に募集いたします。ふるってご応募ください。

第27回

令和２年10月
審査員代表　軽部 治悠紀
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